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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】    ＴＦＴ型液晶表示装置を駆動するために
は、種々の電位を持つ電源が必要となる。今までの大型
液晶表示装置においては、その面積に起因する電流を必
要とするため、上記すべての電位の電源を電源回路から
発生していた。この回路をそのまま小型液晶表示装置に
適用すれば、簡単で確実に駆動することが可能である
が、実装容積や価格の面で大型液晶表示装置と同じとな
る。
【解決手段】    上記課題を解決するため、５ボルトで
駆動できるロジック汎用ＩＣをコモン電源に採用し、高
電位電源から低電に電源を発生する際のレベルシフトに
使い、階調基準のための電位は位相反転の出力間に複数
の抵抗を介して異なる電位の信号を簡単に発生する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の電源の電位とロジック電源の電位
を発生する電源回路と、該ロジック電源で駆動するロジ
ック回路と、データ用ＩＣと、走査用ＩＣを備え、薄膜
トランジスタを形成した素子基板と、コモン電極を形成
した対向基板からなる液晶表示装置において、前記ロジ
ック回路からの出力信号を中電位の電源で駆動するＣＭ
ＯＳトランジスタまたはＴＴＬトランジスタに入力し、
該ＣＭＯＳトランジスタまたは該ＴＴＬトランジスタか
らの第１の出力を、ロジック電源電位とグランドの間の
電位または前記複数の電源電位とグランドの間の電位に
クランプして、前記コモン電極に接続することを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】  複数の電源の電位とロジック電源の電位
を発生する電源回路と、該ロジック電源で駆動するロジ
ック回路と、データ用ＩＣと、走査用ＩＣを備え、薄膜
トランジスタを形成した素子基板と、コモン電極を形成
した対向基板からなる液晶表示装置において、前記ロジ
ック回路からの出力信号を中電位の電源で駆動するＣＭ
ＯＳトランジスタまたはＴＴＬトランジスタに入力し、
該ＣＭＯＳトランジスタまたは該ＴＴＬトランジスタか
らの第２の出力を、高電圧にレベルシフトし、ロジック
電源の電位、中電位またはグランドにクランプして整流
し、低電位の電源とすることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項３】  複数の電源の電位とロジック電源の電位
を発生する電源回路と、該ロジック電源で駆動するロジ
ック回路と、データ用ＩＣと、走査用ＩＣを備え、薄膜
トランジスタを形成した素子基板と、コモン電極を形成
した対向基板からなる液晶表示装置において、前記ロジ
ック回路からの出力信号を中電位の電源で駆動するＣＭ
ＯＳトランジスタまたはＴＴＬトランジスタに入力し、
該ＣＭＯＳトランジスタまたは該ＴＴＬトランジスタか
らの第３の出力の出力端と、該第３の出力と逆位相であ
る第４の出力の出力端を複数の抵抗を直列に介して接続
し、該第３の出力の出力端の電位、該第４の出力の出力
端の電位および該第３の出力と該第４の出力の間の電位
を前記データ用ＩＣに入力することを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項４】  複数の電源の電位とロジック電源の電位
を発生する電源回路と、該ロジック電源で駆動するロジ
ック回路と、データ用ＩＣと、走査用ＩＣを備え、薄膜
トランジスタを形成した素子基板と、コモン電極を形成
した対向基板からなる液晶表示装置において、前記ロジ
ック回路からの出力信号を中電位の電源で駆動する複数
個のＣＭＯＳトランジスタまたはＴＴＬトランジスタを
１個のＩＣに備え、該ＣＭＯＳトランジスタまたは該Ｔ
ＴＬトランジスタからの第１の出力を、ロジック電源電
位にクランプして前記コモン電極に接続し、該ＣＭＯＳ
トランジスタまたは該ＴＴＬトランジスタからの第２の

2
出力を高電圧にレベルシフトし、ロジック電源の電位、
中電位またはグランドにクランプして整流して低電位の
電源とし、該ＣＭＯＳトランジスタまたは該ＴＴＬトラ
ンジスタからの第３の出力の出力端と、該第３の出力と
逆位相である第４の出力の出力端を複数の抵抗を直列に
介して接続し、該第３の出力の出力端の電位、該第４の
出力の出力端の電位および該第３の出力と該第４の出力
の間の電位を前記データ用ＩＣに入力することを特徴と
する液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は時分割駆動回路を備
えた薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）型液晶表示装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】ＴＦＴ型液晶表示装置はコントラストや
応答性の良さにより、携帯型ＰＣの等に採用されており
現在の液晶表示装置の主流である。図４は従来のＴＦＴ
液晶表示装置の駆動回路ブロック図を示す。図中、電源
回路ブロック８４は駆動に必要な電源を発生し、電池な
どの電源、駆動に必要な電位の電源にするためのコイル
を用いた昇圧回路および各電源を平滑化するためのオペ
アンプを用いたレギュレータ回路から構成され、電源回
路ブロック１００は第１の電源６，第２の電源７および
第３の電源８を安定して発生する。ここで、第１の電源
６は高電圧電源（約１５ボルト）、第４の電源８１は低
電圧電源（約－１０～－１５ボルト）、第３の電源８は
ロジック電源（約３．３ボルト）あり、第２の電源７は
データ側ＩＣ出力用の中電圧電源（約５ボルト）であ
る。
【０００３】さらに、電源回路ブロック８４はコモン信
号１０を基に、オペアンプで構成される回路を介してコ
モン電源８３および階調電位群８２を液晶表示装置５に
出力する。ここで、コモン電源８３は矩形波であり、階
調電位群はグランド（ＧＮＤ）１４と第２の電源７およ
びその間の２種の電位からなる。ロジック回路３３は液
晶表示装置５を駆動するための同期信号およびデータ信
号であるデータロジック信号群８４および走査ロジック
信号群１を発生し、さらにコモン信号１０を発生する。
【０００４】液晶表示装置５は薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）を形成した素子基板６３と全面電極を形成した対抗
基板６４から構成され、前記素子基板にデータ用ＩＣ６
５と走査用ＩＣ６６を搭載している。データ用ＩＣ６５
は、ＧＮＤ１４，第２の電源７、第３の電源８、データ
ロジック信号群８４および階調電位群８２を入力し、デ
ータを出力する。走査用ＩＣ６６は、ＧＮＤ１４、第１
の電源６、第３の電源８、第４の電源８１および走査ロ
ジック信号群１を入力して走査する。ここで、データ用
ＩＣ６５の出力はデータロジック用信号群８４中の出力
反転信号（図示せず。）に応じて反転する。
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【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上述の通りＴＦＴ型液
晶表示装置を駆動するためには、種々の電位を持つ電源
が必要となる。今までの大型液晶表示装置においては、
その面積に起因する電流を必要とするため、上記すべて
の電位の電源を電源回路から発生していた。この回路を
そのまま小型液晶表示装置に適用すれば確実に駆動する
ことが可能であるが、実装容積や価格の面で大型液晶表
示装置と同じとなる。本発明によれば、電源回路から発
生する電源の数を減らす回路を備えたＴＦＴ型小型液晶
表示装置が可能となる。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明の液晶表示装置は、下記記載の手段を採用す
る。すなわち、本発明の液晶表示装置は、複数の電源の
電位とロジック電源の電位を発生する電源回路と、該ロ
ジック電源で駆動するロジック回路と、データ用ＩＣ
と、走査用ＩＣを備え、薄膜トランジスタを形成した素
子基板と、コモン電極を形成した対向基板からなる液晶
表示装置において、前記ロジック回路からの出力信号を
中電位の電源で駆動するＣＭＯＳトランジスタまたはＴ
ＴＬトランジスタに入力し、該ＣＭＯＳトランジスタま
たは該ＴＴＬトランジスタからの第１の出力を、ロジッ
ク電源電位とグランドの間の電位または前記複数の電源
電位とグランドの間の電位にクランプして、前記コモン
電極に接続することを特徴とする。また、本発明の液晶
表示装置は、複数の電源の電位とロジック電源の電位を
発生する電源回路と、該ロジック電源で駆動するロジッ
ク回路と、データ用ＩＣと、走査用ＩＣを備え、薄膜ト
ランジスタを形成した素子基板と、コモン電極を形成し
た対向基板からなる液晶表示装置において、前記ロジッ
ク回路からの出力信号を中電位の電源で駆動するＣＭＯ
ＳトランジスタまたはＴＴＬトランジスタに入力し、該
ＣＭＯＳトランジスタまたは該ＴＴＬトランジスタから
の第２の出力を、高電圧にレベルシフトし、ロジック電
源の電位、中電位またはグランドにクランプして整流
し、低電位の電源とすることを特徴とする。さらに、本
発明の液晶表示装置は、複数の電源の電位とロジック電
源の電位を発生する電源回路と、該ロジック電源で駆動
するロジック回路と、データ用ＩＣと、走査用ＩＣを備
え、薄膜トランジスタを形成した素子基板と、コモン電
極を形成した対向基板からなる液晶表示装置において、
前記ロジック回路からの出力信号を中電位の電源で駆動
するＣＭＯＳトランジスタまたはＴＴＬトランジスタに
入力し、該ＣＭＯＳトランジスタまたは該ＴＴＬトラン
ジスタからの第３の出力の出力端と、該第３の出力と逆
位相である第４の出力の出力端を複数の抵抗を直列に介
して接続し、該第３の出力の出力端の電位、該第４の出
力の出力端の電位および該第３の出力と該第４の出力の
間の電位を前記データ用ＩＣに入力することを特徴とす
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る。
【０００７】［作用］電源の一部を発生するため、ロジ
ック回路を積極的に採用する。要点は現在のロジック回
路は３．３ボルト電源であるのに対して、液晶駆動は５
ボルトで行わなければならないところである。ロジック
汎用ＩＣである７４ＨＣシリーズは５ボルト電源駆動で
あることを利用すれば、小型のＴＦＴ型液晶表示装置を
簡素に駆動することは可能である。すなわち、その出力
能力をうまく使えばそのままコモン電源に採用でき、高
電位電源から低電に電源を発生する際のレベルシフトに
おいて、振幅が５ボルトであるので多大な電流を摂取す
ることが可能となる。また、データ出力はロジック的に
反転するよりも、階調基準のための電位自体を反転させ
た方が安定した画像が得られることが知られている。本
発明に置いては、反転位相の出力間に複数の抵抗を介し
て異なる電位の信号を簡単に発生することによって階調
基準のための電位自体を反転することが可能である。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下図面を用いて本発明の液晶表
示装置における最適な実施形態を説明する。
【０００９】（実施の形態１）図１は本発明の実施の形
態における液晶表示装置の回路ブロック示す図面であ
る。図中、電源回路ブロック１０１は第１の電源６，第
２の電源７および第３の電源８を安定して発生する回路
である。ロジック回路３は液晶表示装置５を駆動するた
めの同期信号およびデータ信号であるデータロジック信
号群２および走査ロジック信号群１を発生し、さらにコ
モン信号１０を発生する。電位発生回路ブロック４は本
発明の中心となる回路を含んでおり、コモン信号１０、
第１の電源６および第２の電源７を入力し、第４の電源
１１、階調電位群１２およびコモン電源１３を液晶表示
装置５に出力する。
【００１０】液晶表示装置５は薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）を形成した素子基板６３と全面電極を形成した対抗
基板６４から構成され、前記素子基板にデータ用ＩＣ６
５と走査用ＩＣ６６を搭載している。データ用ＩＣ６５
は、ＧＮＤ１４，第２の電源７、第３の電源８、データ
ロジック信号群２および階調電位１２を入力し、データ
を出力する。走査用ＩＣ６６は、ＧＮＤ１４、第１の電
源６、第３の電源８、走査ロジック信号群１および第４
の電源１１およびを入力して走査する。ここで、データ
用ＩＣ６５の出力は階調電位１２の電位変動に応じて反
転する。
【００１１】第１の電源６は１５ボルト電位であり、走
査ＩＣ６５に入力する。第２の電源７は５ボルト電位で
あり、データ用ＩＣ６５の出力電源である。第３の電源
７は３．３ボルト電位であり、ロジック回路の駆動電源
である。コモン電源１３は対抗基板６４に形成された全
面電極に接続されている。
【００１２】図２は電位発生回路ブロックの中身を示
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す。図中コンデンサ３２、第１の抵抗１５および第２の
抵抗１６は、中央値１．６５ボルトで振幅３．３ボルト
のコモン信号１０を中央値２．５ボルトで振幅３．３ボ
ルトの信号にする目的で設けられている。第１のインバ
ータ４６、第２のインバータ２７，第３のインバータ２
８、第４のインバータ２９、第５のインバータ３０およ
び第６のインバータ３１はロジック回路ＣＭＯＳインバ
ータ１７（７４ＨＣ０４）に内蔵され第２の電源７で駆
動される。第１のインバータ４６の出力信号は第２のイ
ンバータ２７および第６のインバータ３１に入力され
る。第２のインバータの出力信号は第３のインバータ２
８および第４のインバータ２９に入力される。第４のイ
ンバータの出力信号は第５のインバータ３０に入力され
る。
【００１３】次に図１で示した対向基板６４に必要なコ
モン電源１３の発生回路について説明する。図２中、第
２のコンデンサ３７は第６のインバータ３１の出力の直
流成分をカットする役目を果たし、第５のコンデンサ３
４はコモン電源１３の電位安定化の役目を果たし、可変
抵抗３８は第３の電源８にクランプする役目を果たす。
すなわち、コモン信号１０と同位相の信号である５ボル
ト振幅の第６のインバータ３１の第１の出力９１の電位
を、可変抵抗３８によって調節する事ができるコモン電
源１３を発生する。ここで、クランプする電位を第３の
電源８の電位とグランドの間の電位としたが、第３の電
源の電位の代わりに第１の電源６の電位でも第２の電源
７の電位でも良い。
【００１４】次に図１で示した走査用ＩＣ６６に必要な
第４の電源１１の発生について説明する。図２中、第６
のコンデンサ３９は第６のインバータ３１の出力の直流
成分をカットする役目を果たし、第３の抵抗４０および
第１のショットキーダイオード４１はコンデンサ３９を
第１の電源６の電位にクランプする役目を果たす。ｐ型
モストランジスタ３５およびｎ型モストランジスタは、
それぞれ第４のインバータ２９からの第２の出力９２を
１５ボルトにクランプした信号と第４のインバータ２９
からの第２の出力をゲートに入力し、第１の電源電位
（１５ボルト）とグランド１４間のレベルシフトされた
出力をする。
【００１５】第７のコンデンサ４２はｐ型モストランジ
スタ３５とｎ型モストランジスタ３６のドレイン出力の
直流成分をカットする役目を果たす。第２のショットキ
ーダイオード４３、第３のショットキーダイオード４４
および第８のコンデンサ４５は、第７のコンデンサ４２
の直流成分をカットされた側の電位を第３の電源８の電
位にクランプし整流する役目を果たす。結果、第４の電
源として－１１．１ボルト＝－１５ボルト（直流カット
された側の電位）＋３．３ボルト（クランプ電位）＋
０．６ボルト（ショットキーダイオード２個分）が発生
する。ここで、グランド１４の（０ボルト電位）にクラ
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ンプすれば－１４．４ボルトが得られ、第２の電源７の
電位（＋５ボルト）にクランプすれば－９．４ボルトが
得られる。このことにより、消費電力対策と駆動安定性
のバランスに応じて電圧を選ぶことができる。
【００１６】次に図１で示したデータ用ＩＣ６５に必要
な階調規定電位群１２の発生について説明する。図２
中、第０ビット電位２０はコモン信号１０と同位相の５
ボルト振幅である第５のインバータ３０からの第４の出
力９４であり、第３ビット電位２１はコモン信号１０と
逆位相の５ボルト振幅である第３のインバータ２８から
の第３の出力９３である。第１ビット電位１９および第
２ビット電位１８は第４の抵抗２２、第５の抵抗２３お
よび第６の抵抗２４の割合によって規定される電位で出
力される。
【００１７】図３はコモン電源１３と階調規定電位群１
２の出力信号の電位関係を説明するための詳細タイミン
グチャートを示す。図中、第１のタイミング５７、第２
のタイミング５８および第３のタイミング５９は走査走
査線の選択切り替え時期を示す。コモン電源１３は可変
抵抗３８によりオフセット調整された－０．５ボルトと
＋４．５ボルトの電位間の矩形波であり、第１のタイミ
ング５７で－０．５ボルトとなり、第２のタイミング５
８で＋４．５ボルトとなり、第３のタイミングで－０．
５ボルトとなる。
【００１８】０ビット電位２０のタイミングチャートで
ある０ビット電位波形７２は、０ボルトと＋５．０ボル
トの電位間の矩形波であり、第１のタイミング５７で０
ボルトとなり、第２のタイミング５８で＋５．０ボルト
となり、第３のタイミングで０ボルトとなる。１ビット
電位１９のタイミングチャートである１ビット電位波形
７３は、第４の抵抗２２、第５の抵抗２３および第６の
抵抗２４の割合で定まる＋０．５ボルトと＋４．５ボル
ト電位間の矩形波であり、第１のタイミング５７で＋
０．５ボルトとなり、第２のタイミング５８で＋４．５
ボルトとなり、第３のタイミングで０．５ボルトとな
る。
【００１９】２ビット電位１８のタイミングチャートで
ある２ビット電位波形７４は、第４の抵抗２２、第５の
抵抗２３および第６の抵抗２４の割合で定まる＋１．５
ボルトと＋３．５ボルト電位間の矩形波であり、第１の
タイミング５７で＋３．５ボルトとなり、第２のタイミ
ング５８で＋１．５ボルトとなり、第３のタイミングで
３．５ボルトとなる。３ビット電位２１の出力０ビット
電位波形７１は、０ボルトと＋５．０ボルトの電位間の
矩形波であり、第１のタイミング５７で＋５．０ボルト
となり、第２のタイミング５８で０ボルトとなり、第３
のタイミングで＋５．０ボルトとなる。
【００２０】本発明はロジック回路をインバータとした
が、ＮＡＮＤでもＮＯＲ等他のロジック回路でも同様で
ある。また、本実施例ではＣＭＯＳトランジスタのロジ
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ック回路としたが、ＴＴＬトランジスタでも同様であ
る。階調規定電位群１２の各ビット電位は本発明の電位
に規定するものではない。また、本発明では第１の電源
６から第４の電源１１を発生したが、逆に第４の電源か
ら第１の電源を発生することも可能である。
【００２１】
【発明の効果】以上の発明から明らかなように、本発明
によれば、小型ＴＦＴ型液晶表示装置に対して、ロジッ
ク回路用ＩＣを用いてコモン電源、負電源、階調規定電
位を発生することができるので、電源回路からの電源出
力数を減らすことができ、小配線数で実装容積が少なく
安価な液晶表示装置とすることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における液晶表示装置の回
路構成を説明するためのブロック図面である。
【図２】本発明の実施の形態における液晶表示装置の詳*
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*細回路を説明するための図面である。
【図３】本発明の実施の形態における液晶表示装置のタ
イミングチャートを説明するための図面である。
【図４】従来の液晶表示装置の回路構成を説明するため
のブロック図面である。
【符号の説明】
４：電位発生回路ブロック
１１：第４の電源
１２：階調電位群
１３：コモン電源
１７：インバータ回路
３８：可変抵抗
７２：０ビット電位チャート
７３：１ビット電位チャート
７４：２ビット電位チャート
７５：３ビット電位チャート

【図１】

【図３】
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